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（1） 回路の解法で求める。
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（2）それぞれの抵抗での電位差を求めると、
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アースのつながっている場所（ ）がO(V）の基準で
あることから考える。
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（4
スイッチをでると避流が流れないので抵抗での

電圧降下がなくなる。（：・V=RI）
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VA=VB=Ve=0無い生のOCv3の基準
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